
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食に関する指導は、給食の時間や特別活動、学級活動、

学校行事など学校教育活動全体で行われています。 

給食時間を通して 

・マナー（箸の持ち方、食器の並べ方）

を習得し、楽しく会食することで人間

関係を深めます。 

・好き嫌いをなくし、よく噛んで食べ

ることなどを学びます。 

・安全や衛生に気をつけて準備や後片

付け、身支度や手洗いなどの大切さを

学びます。 

給食を通して食文化の伝承をします 

毎日の給食時間の中で 

献立作成では行事食や旬を考慮しています。

合わせて、食育メモ等を作成することで、旬・

郷土料理・地場産物・行事食等を活用した給食

を通して、食文化の伝承をします。 

 



児童生徒が食材を通して地域
の自然や産業等への理解を深め
たり、生産に携わる人々の苦労
にふれ、食に対する感謝の気持
ちを育てます。 

地場で採れたじゃが

芋をカレーライスや肉

じゃがに！ 

地場産物の活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食育授業 
～学校栄養士による授業～ 

体験活動を通して生産等に関わる人々に接したり、学校農園
で児童自らの手で栽培した作物を収穫し、給食に使用すること
で食材をより身近なものとして実感することができます。 

～体験学習～ 

とうもろこしの皮むき そら豆の皮むき 
学校農園での 

野菜の収穫 

地場農家、ＪＡ、農林課の協

力による地場産物の給食への

導入を推進しています。 

八王子市学校栄養士食育推進班

が中心となり、食育かるたを作成

し、全校で活用しています。楽し

みながら、「食事の重要性」「食べ

物の働き」「マナー」「感謝の気持

ち」「食文化」「地場産物」を学び

ます。 

食育かるた 

 

お弁当を作ってみよう 
子供たちが模擬弁当を作ってい

る場面です。 

じっくり考えながら知恵をしぼ

って、中身の工夫をし、授業の最後

にはバランスを考えながら中身を

選べるようになります。 

とうもろこしの皮む
きやそら豆のさやむき
を行ない、給食に取り入
れています。 

 



毎月１９日、デリバリーラン
チ方式の中学校においては、食
育に関する内容について、給食
時間に放送しています。 
また、同様の内容を月の食育

ポスターとして校内に掲示し
ています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給食時間を通して 

中学校給食は、給食を申込むか、お弁当を持参するか
の選択制になっています。お弁当を持参している生徒も
多く、また、部活動等でお弁当を持参する機会もありま
す。 
そこで、給食時間中に教室を訪問し、中学校１年生を

対象に、実際の給食やお弁当を見ながら、『バランスの
良いお弁当』『手ばかり』について話をしています。 

～給食時間を利用した５分間指導～ 

バランスの良いお弁当のポイントは ３：１：２ 

主食３ 

主菜１ 

副菜２ 

主食３ 

主菜１ 副菜２ 

主菜１ 主菜３ 主菜２ 

（全体の 1/2） （全体の 1/6） （全体の 2/6） 

主
原
料 

栄
養
素 

炭水化物 
たんぱく質 

脂 質 

ビタミン 

ミネラル 

食物繊維 

 

出前授業では、『受
験期の食事』や『食べ
ることの大切さ』につ
いて、学校の依頼に沿
った内容について、話
をしています。 

出前授業 

食育の日、お昼の放送 

中学校給食を 

お弁当箱に詰めて 

みると、このように、 

ちょうど良いバランス 

になります。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

親子料理教室 

 

夏期休業中には、児童を対象に、親子料理教室を開催しています。 

この取り組みは、次の２点を目的として実施しています。 

・子供たちが自分で簡単な料理を作ることができるようになること。 

・地場産物、地産地消についての理解を深めること。 

この活動を通して、調理の楽しさや、食材や食べることへの興味・関心、誰かの

ために作り喜んでもらえるうれしさなど、さまざまなことを感じ取ってもらいたい

と考えています。 

各小学校では、「給食だより」や「献立表」を通じて学校で実施する食育の取組みや、

給食のレシピを紹介するなど、家庭で役立つ情報を発信しています。また、デリバリー方

式の給食実施中学校でも、「食育便り」や「献立表」、レシピの紹介を行っています。 

 

煮干しだしの準備中。 

おいしいだし汁をとる

には、下ごしらえが大切で

す。煮干しのはらわたと頭

を取っています。 

 

切りもの、茹でものなども

真剣に取り組んでいます。 

『じゃが芋の芽には毒があるからとるんだよ』『白玉

団子は浮いてきたら茹った証拠だよ』など、ポイントを

押さえた声掛けをしています。料理以外にも、洗い物や

盛り付けにも積極的に取り組んでいます。 

火を使わない簡単な料理も行います。 

２５年度のテーマは「地場野菜を使ってクッキング！」 

～調理を体験～ 

おいしく食べて、楽しく学びます 火を使わずにビニール袋で 

シャカシャカサラダ！ 

自分で作るとおいしさもより一層です。苦手

な食材にも挑戦する姿も見られます。八王子の

農産物や使用食材について楽しく学びます。 

 


